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児
童
手
当

15
歳
に
達
す
る
日
以
降
の
最
初
の
３
月
31
日

ま
で
の
、
日
本
国
内
に
居
住
す
る（
海
外
留

学
を
除
く
）児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
支

給
さ
れ
ま
す

支
給
額
（
月
額
）

０
歳
か
ら
３
歳
未
満

１
５
，
０
０
０
円（
一
律
）

３
歳
以
上
小
学
校
修
了
前

１
０
，
０
０
０
円（
第
３
子
以
降
は
１
５
，

０
０
０
円
）

中
学
生

１
０
，
０
０
０
円（
一
律
）

所
得
制
限
限
度
額
以
上

５
，
０
０
０
円（
一
律
）

※
公
務
員
の
人
は
勤
務
先
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

※
受
給
者
が
公
務
員
に
な
っ
た
と
き
、
公
務

員
で
な
く
な
っ
た
と
き
は
市
と
勤
務
先
へ
の

届
出
が
必
要
で
す
。

※
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
は
６
月
に
現
況

届
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当

　
児
童（
18
歳
到
達
年
度
の
末
日（
一
定
基
準

以
上
の
障
害
の
あ
る
場
合
は
20
歳
未
満
）ま

で
）を
監
護
す
る
母
、
児
童
を
監
護
し
生
計

を
同
じ
く
す
る
父
、
父
母
以
外
で
児
童
を
養

育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
手
当
の
対
象
と
な
る
児
童
は
、
ひ
と
り
親

も
し
く
は
ひ
と
り
親
に
相
当
す
る
状
態
に
あ

る
児
童（
父
母
が
離
婚
し
て
い
る
・
父
ま
た

は
母
が
一
定
基
準
以
上
の
障
害
の
状
態
に
あ

る
な
ど
）で
す
。

※
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い
る

場
合
な
ど
は
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

支
給
額
　
令
和
２
年
４
月
〜（
月
額
）

全
部
支
給
の
場
合

第
１
子
　
４
３
，
１
６
０
円

第
２
子
　
１
０
，
１
９
０
円

第
３
子
　
　
６
，
１
１
０
円

一
部
支
給
の
場
合

　
所
得
に
応
じ
て
手
当
額
が
決
ま
り
ま
す
。

※
受
給
資
格
者
、
扶
養
義
務
者
な
ど
の
前
年

の
所
得
に
応
じ
て
、
手
当
の
全
部
ま
た
は
一

部
が
停
止
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
受
給
資
格
要
件
や
、
所
得
制
限
限
度
額
な

ど
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
は
８
月
に
現
況

届
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

特
別
児
童
扶
養
手
当

　
心
身
に
障
害
の
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を

監
護
し
て
い
る
父
も
し
く
は
母（
ど
ち
ら
か

所
得
の
高
い
方
が
受
給
者
と
な
る
）、
ま
た

は
父
母
に
代
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て
い
る

人
に
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所
し
て

い
る
場
合
や
、
障
害
を
事
由
と
す
る
年
金
を

受
給
で
き
る
場
合
は
、
手
当
が
支
給
さ
れ
ま

せ
ん
。

支
給
額
　
令
和
２
年
４
月
〜（
月
額
）
　

１
級
…
５
２
，
５
０
０
円

２
級
…
３
４
，
９
７
０
円

※
受
給
資
格
者
や
配
偶
者
、
扶
養
義
務
者
な

ど
の
前
年
の
所
得
に
応
じ
て
、
手
当
の
全
部

が
停
止
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
受
給
資
格
要
件
、
障
害
の
程
度
、
所
得
制

限
限
度
額
な
ど
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人
は
８
月
に
所
得

状
況
届
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

手
当
の
支
給
は
原
則
と
し
て
申
請
の
翌
月
分

か
ら
開
始
し
ま
す

な
お
、
受
給
中
に
次
の
事
由
が
生
じ
た
と
き

は
手
続
き
が
必
要
で
す
。

・
受
給
者
ま
た
は
支
給
対
象
児
童
の
住
所
や

氏
名
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き

・
養
育
す
る
児
童
が
増
え
た
と
き
、
減
っ
た

と
き

・
受
給
資
格
が
な
く
な
っ
た
と
き
　
な
ど

※
手
続
き
が
遅
れ
る
と
手
当
が
受
給
で
き
な

い
月
が
生
じ
た
り
、
受
給
し
た
手
当
を
返
還

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

※
各
手
当
に
関
す
る
詳
細
は
、
安
中
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

障
害
児
福
祉
手
当

対
象
児
：
在
宅
で
重
度
の
障
害
が
あ
り
、
日

常
生
活
に
お
い
て
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る

20
歳
未
満
の
人
。
た
だ
し
、
障
害
を
支
給
事

由
と
し
て
給
付
を
受
け
て
い
る
人
や
社
会
福

祉
施
設
へ
入
所
中
の
人
は
除
き
ま
す
。

支
給
額
：
月
額
１
４
，
８
８
０
円（
令
和
２

年
４
月
〜
）

特
別
障
害
者
手
当

対
象
者
：
在
宅
で
著
し
く
重
度
の
障
害
が
あ

り
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
特
別
な
介
護

を
必
要
と
す
る
20
歳
以
上
の
人
。
た
だ
し
、

社
会
福
祉
施
設
へ
入
所
中
や
病
院
に
３
ヶ
月

以
上
入
院
し
て
い
る
人
は
除
き
ま
す
。

支
給
額
：
月
額
２
７
，
３
５
０
円（
令
和
２

年
４
月
〜
）

※
障
害
児
福
祉
手
当
は
、
特
別
児
童
扶
養
手

当
と
併
せ
て
受
給
で
き
ま
す
。

※
受
給
資
格
者
や
配
偶
者
、
扶
養
義
務
者
な

ど
の
前
年
の
所
得
に
応
じ
て
、
手
当
の
全
額

が
停
止
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
受
給
さ
れ
て
い
る
人
は
、
毎
年
８
月
に
所

得
状
況
届
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
受
給
資
格
要
件
、
障
害
の
程
度
、
所
得
制

限
限
度
額
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

児
童
に
関
す
る
手
当
・

　
　
　
福
祉
に
関
す
る
手
当
の
ご
案
内

　1月9日から2月21日まで、157人の統計調査員の皆さん
にご協力いただき、市内で農林業を営んでいるすべての農
家、法人を対象に調査を実施しました。
　農林業センサスは、農林業の生産構造や就業構造、農山
村の実態と変化を明らかにし、施策の基礎資料となる統計
を作成し、提供することを目的に、5年ごとに行う調査で
す。
　調査員が調査対象の農家や林家などを訪問し、調査の趣
旨や内容の説明、調査項目の聞き取り、調査票の配布およ
び回収、調査関係書類の作成などの仕事を行いました。
　調査員からは「なかなか会えずに苦労した」、「不審に

思われ説明に苦労した」などの声をいただいた一方で、「調査が完了した後はとても充実感がある」、「役
に立つことができてうれしい」との感想もありました。
　調査員から提出された調査書類は、11人の指導員による審査の後、市
から県へ調査関係書類を提出し調査は完了しました。調査結果は11月末
までに国から公表される予定です。
　令和2年度は、10月1日現在で国勢調査が実施されます。
　本市では約480の調査区が設定され、約300人の調査員が必要となるこ
とから、現在、調査に従事していただける人を募集しています。皆さん
のご協力をお願いします。詳しくは市ホームページをご覧ください。

2020年農林業センサスを実施しました

安中市で行っている取り組みや事業を
紹介します。

本松本
子
ど
も
課
子
ど
も
育
成
係
（
☎
内
線
１
１
６
４
）

住
民
福
祉
課
福
祉
子
ど
も
係
（
☎
内
線
２
１
５
３
）

福
祉
課
障
害
福
祉
係
（
☎
内
線
１
１
５
９
）

問合せ▶　企画課情報政策係（☎内線1024）本

瑞宝中綬章
（保健衛生功労）
石田　常博さん

（安中）

瑞宝単光章
（児童福祉功労）
武井　恵美子さん
（松井田町新井）

瑞宝小綬章
（警察功労）
佐戸　誠治さん

（板鼻）

瑞宝小綬章
（教育功労）

松本　兼太郎さん
（岩井）

旭日双光章
（保健衛生功労）
田口　晴也さん
（松井田町松井田）

旭日単光章
（地方自治功労）
櫻井　賢重さん
（松井田町八城）

人権功労
清水　博さん
（松井田町新堀）

秋
の
叙
勲

高
齢
者
叙
勲

安
中
市
功
労
者
表
彰


